
第２学年 数学科学習指導案

日 時：平成１８年１０月１１日（水）５校時

場 所：釜石市立釜石東中学校２年Ｂ組教室

学 級：２年Ｂ組

（男子１３名 女子１５名 計２８名）

授業者：教 諭 佐々木 将

１ 単元名 ４章 平行と合同

２ 単元について

（１）教材観

本単元に関わって小学校では，図形の角や，図形の合同などについて次のことを学習している。２

年生では，対頂角（用語は扱わない）の性質。４年生では，直線の平行や垂直の意味や対頂角の性質

。 ， ，を使った角の大きさを求める問題 また ５年生では三角形の３つの角の和が１８０°であることや

四角形や五角形の角の和の求め方。合同な三角形について基本的な性質。６年生では，点対称と線対

称な図形について学習してきている。

また，中学校１年「平面図形」では，任意の点から直線に垂線のひきかたや線分の垂直二等分線を

ひくこと，角を二等分することなどの基本的な作図のしかたや，平行・回転・対称移動の知識や図形

の性質を説明することについて学習してきている。

これらの既習事項は，多角形の内角の和を求める問題や対頂角と平行線の同位角・錯角の性質と条

件及び三角形の合同条件を考えることに深くかかわり合ってくる。

これまでに図形の性質を調べるといえば，主として直観的・帰納的な方法によってきたが，本単元

では，基本的な平面図形について，図形についての基本的な性質をよりどころとした演繹的な推論に

よってその性質を調べる方法を中心に学習していく。

その基本的な性質の１つとして，平行線と角の性質や三角形の合同条件があげられる。また，ここ

での学習は次の単元「三角形と四角形」で一層深められていく。

（２）生徒の実態

全体として学習に対する意識は高く、進んで発言し課題解決に取り組む生徒が多い。特に男子が積

極的に発言をする。女子は発言する生徒は少ないが、話をしっかり聞いて、じっくりと授業に取り組

む。男子の数名が、自分の分からない点や不明な点があるとあきらめてしまうときがある。

（３）指導観

中学校２年で学習する知識のほとんどが小学校ですでに扱っているものであるため，新しい図形の

。 ， 「 ，知識を学ぶという新鮮さはほとんど感じられないだろう また 問題についても あたりまえのこと

わかりきったことをくどくど扱っている」と感じることもあるだろう。そこでこの単元の中心となる

論証の目的を 「正しいかどうかを示す」ことでなく 「説明の根拠を求め，部分的な体系をつくる」， ，

ことにおいて指導を進めていく。

そこで指導にあたっては、以下の３点に留意しながら指導する。

①平行線と角，三角形の内角，多角形の内角と外角，三角形の合同，三角形の合同条件に関する内容

は，推論のもとになる基本の性質として，その知識をまとめるのと同時に，これらの性質の発見や

関連をいろいろと考えさせる。

②実験や実測によって知るというのとは異なって，ある明らかなことがらをもとに，推論によって事

実を知ることができる。このことを「証明する」という言葉で印象づけて，証明の形式にこだわる

ことなく，論理的に推論することに慣れさせる。

③証明できることと，証明の記述ができることは同じことではない。形式にしたがった証明の記述は

生徒にとって抵抗が大きい。実質的な証明はさせるが，形式にのっとった証明の記述は急がず，３

年生まで見通した指導を考える。



３ 単元の目標

【関心・意欲・態度】

①図形の性質をあることがらを根拠にして説明しようとする。

②三角形の合同条件をまとめようとしたり，合同条件を利用したり，図形の性質を証明しようとする。

【数学的な考え方】

①いろいろな方法で論理的に説明したり，帰納的に一般的な性質を導くことができる。

②三角形の合同を辺や角の条件としてとらえることができる。

【数学的な表現・処理】

①多角形の角や平行線と角に関するいろいろな問題が解け，基本的な図形の性質を証明することができる。

②三角形の合同条件を利用して図形の性質を証明することができる。

【知識・理解】

①角や平行線に関するいろいろな用語の意味が分かり，基本的な図形の性質がいえる。

②三角形の合同条件がいえ，仮定・結論の意味が分かる。

４ 指導計画と評価規準

項 時 学習事項 評価規準 評価方法

１節 平行線と角 ７時間

とびら ３ ○多角形の内角の和を，三角 ○多角形を三角形に分けて，内角の和の 学習プリント

形の内角の和が１８０°で 求め方を考えることができる （考） 挙手。

１ 多角形の内 あることをもとに，多角形 ○多角形の内角の和の性質や多角形の外 数学スキル

角と外角 を三角形に分けて求める 角の和の性質を理解する （知）。

【本時】１／３ ○多角形の内角の和の求め方 ○多角形の内角・外角の和の性質を利用

○多角形の表し方 して，図形のいろいろな角について，

○多角形の外角と内角の意味 その大きさを求めることができる。

○多角形の内角・外角の和の （表）

性質

○多角形の内角・外角の大き

さを求める

〔用語・記号〕

外角，内角

２ 平行線と角 ３ ○対頂角の意味と性質 ○対頂角や同位角と錯角の意味と性質を 学習プリント

○対頂角の性質を用いて角の 理解する （知） 数学スキル。

大きさを求める ○証明の意味を理解する （知）。

○同位角と錯角の意味 ○平行線の性質や平行線になるための条

○平行線の性質と平行線にな 件を理解する （知）。

るための条件 ○三角形の内角の和が１８０°であるこ

○平行線の性質と平行線にな とを，平行線の性質を根拠にして説明

るための条件を利用して角 しようとする （関）。

の大きさを求める ○三角形の内角の和が１８０°であるこ

○三角形の内角の和が ° との証明を理解する （知）１８０ 。

。であることの証明 ○対頂角の大きさを求めることができる

○証明の意味 （表）

○三角形の内角と外角の関係 ○平行線の性質や平行線になるための条

○三角形と内角と外角の関係 件を理解し，それを図形の性質を調べ

を用いて三角形の内角や外 るときや，角の大きさを求めるときな

角の大きさを求める どに利用することができる （表）。

○三角形の内角や内角と外角の関係を理

〔用語・記号〕 解し，これを利用して，三角形の角の

対頂角，同位角，錯角 大きさを求めることができる （表）。

証明

基本の問題 １ 学習プリント



２節 合同な図形 ７時間

１ 合同な図形 １ ○図形の合同の意味 ○合同な図形の意味や性質を理解する。 学習プリント

○合同な図形の対応する線分 （知） 数学スキル

と対応する角 ○合同な図形を記号を使って表すことが

○合同な図形の性質 できる （表）。

○合同な図形を記号を使って

表す

〔用語・記号〕

合同，≡

２ 三角形の合 ３ ○三角形が１通りに決まる条 ○三角形の合同条件をまとめようとする 学習プリント。

同条件 件 （関） 数学スキル

○三角形の合同条件 ○三角形の合同条件を理解する （知）。

○三角形の合同を合同条件か ○三角形の合同を合同条件から判断する

ら判断する ことができる （知）。

○図形の性質の証明に三角形 ○三角形の合同を合同条件から判断し，

の合同条件を用いる 記号を用いて表すことができる （表）。

３ 証明のすす ２ ○仮定と結論の意味 ○根拠となることがらを明らかにして， 学習プリント

め方 ○あることがらの仮定と結論 図形の性質を証明しようとする （関） 数学スキル。

を指摘する ○図形の性質を証明するときに，根拠と

。○根拠となることがらを明ら なることがらをまとめることができる

かにして図形の性質を証明 （考）

する ○仮定と結論の意味を理解する （知）。

○根拠となることがらのまと ○仮定から結論を導く証明の進め方につ

め いて理解する （知）。

基本の問題 １

章の問題Ａ １時間

５．本字の指導

（１）本時の目標

①多角形を三角形に分けて，内角の和の求め方を考えることができる。＜考え方＞

（２）評価規準及び具体の評価規準

評価規準 「努力を要する」と判断される

（評価方法） 生徒への具体的な対応・手だて

Ａ： 十分満足できる」 Ｂ： おおむね満足で「 「

きる」

①多角形を三角形に分 いろいろな方法で多角形 多角形を三角形に分け ・三角形の角の和が１８０°で

けて，内角の和の求 を三角形に分けて，内角 て，内角の和の求め方を あることを確認する。

め方を考えることが の和の求め方を考えるこ 考えることができたか。 ・四角形は三角形に分けて，内

できる。 とができたか。 角の和を求めることができる

＜考え方＞ ことを確認する。

（ ）学習プリント・挙手

（３）本時の授業構想

本時は２年生で学習する図形領域の導入の場面である。多角形の内角の和を，いろいろな方法で求め

させ，それは何をもとにしているかを考えさせたい。

多角形の内角の和を求める方法を，１つに限定せず，多様な考え方を認める授業にする。五・六・七

角形の順番で，内角の和を求めていけば，すべての多角形の内角の和は 「三角形に分けることで求める，

ことができる」とまとめたい。

練習問題では，どのように分けて考えたのかが分かるように補助線を記入させる。実際に作業を行う

ことで，三角形に分けて，内角の和を求めることを確認したい。

章の最初であるから、生徒には「できた 「簡単だ 」という成功体験を大事に指導していきたい。。」 。



（４）展開

段階 学習活動と学習内容 指導上の留意点（○）と評価（☆）

１．２分前学習を行う。 ○机間指導を行う。

素材提示 ２．多角形の意味を理解する。 ○五角形，六角形，七角形の型紙を
みせ，多角形についてふれる。

○凹多角形の型紙をみせ、授業では
扱わないことを確認する。
（名前についてはふれない ）。

課題把握 ３．本時の問題の意味を把握する。 ○学習プリントを配布する。
問 題

多角形のすべての角の和は何度だろうか。

学習内容を明確に学習課題とする。４．本時の学習課題を把握する。 ○
分 ○声をそろえて学習課題を読む。（ ）10

多角形のすべての角の和を求めてみよう。
課題追求
個人追求 ５．五角形で解決方法を考える。

左の５・７・９共通
Ａ：分度器で角度をはかる。 ○たくさんの解決方法を考えさせ
Ｂ：三角形に分ける。 る。
Ｃ：三角形と四角形に分ける。 ☆三角形の角の和をもとにして，
Ｄ：内部に点をとり，三角形に分ける。 考えているか評価する。
Ｅ：辺上に１点をとり，三角形に分ける。 （学習プリント・挙手）
Ｆ：１つの頂点から対角線で三角形に分ける。

全体追求 ６．解決方法を発表する。
左の６・８・１０共通

個人追求 ７．六角形で解決方法を考える。 ○生徒の言葉で言わせたい。
○各自が選んだ方法を全体の場で

全体追求 ８．解決方法を発表する。 確認する。

個人追求 ９．七角形で解決方法を考える。

全体追求 ．解決方法を発表する。10

．解決方法を深める。 ○ＤとＥの解決方法が出ない場合は11
教師から知らせる。
（点をとって三角形を作る）

○すべての角の和は，三角形に分け
て求めることができることを確認

( 分) する。30

課題解決 ．本時のまとめをする。 ○「三角形に分ける」という言葉を12
いれてまとめる。

多角形のすべての角の和は，多角形を三角形に分けるこ
とによって求められる。

学習プリントをもとに評価させる。13．自己評価をする。 ○

定着 ．練習問題を行う。 ○達成感を持たせて授業を終える。14
( 分) （八角形，九角形，十角形）10



（５）板書計画

１．五角形 ３．七角形
学習課題

問 題

２．六角形

まとめ


